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研究
例会
報告ii
一九
八一年
度
「シ
ンガポルー
・マ
レーシア
の華語と文
学」
(五
月二
十三日
)
研究員
ムユ晶
正巳
別掲
「シ
ンガ
ポー
ル華
人の言
語生活に
つい
て
の調
査」
(中間報告)
参照。
「シ
ンガポルー
・マ
レーシアに
おけ
る客家同郷会
館に
ついて
」
(五月
二十三日
)
研究員
谷
口
房男
私ども
は一
九八0
年度本学特別研究費
をうけ
て、
海外調査
・研究
する機
会をえた
。
グルー
プ
によ
るテ1
7が「
東
南アジ
ア筆
入社会
の変
貌」
であ
り
、
私は
当該地域
にお
ける華
人社会
の変貌を把握する
一視
点と
して
、
華人
の
同
郷意識
の変
化
をみて
い
こうとした
。
そこ
で
シン
ガポ
ルー
・マ
レーシ
アに
お
ける客
家同郷
会館
の歴
史と現状を調
査し
たが、
今回
の報
告はそ
の調
査
結果
の一
端を発表し
たの
である。
報告
の内
容は、
川華僑
から
華人
へ、
凶客家と
は伺か、
同華人会館
::
・@
会館
の種
類
(同郷
・同
姓・
同業)、
⑮会館
の機能、
の会館
の組
織、
@会
員と
会費、の会館
の
連合組織、
。会館
地祉
の移
動
とい
ったもの
である。
今回調査
した
客家
の
同郷会館は
シン
ガポ
ルーに
おいて
一O
会館
(南洋客
属総会
・武士
口班譲客属公会
・応
和会館
・豊
順会館
・永定会館
・興寧同郷会
-嘉
僑同郷会
・三
和会館
・恵州会館
・南洋上
杭同郷会)、
マレ
シーアのグワ
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ラルン
プiルに
おいて
四
会館
(嘉応会館
・恵州会館
・大
楠回春
院
・河
婆同
郷会)
、ベ
ナンに
おいて
二会
館
(客属公会
・嘉応会館)
の合
計
一六会館
であ
った
。
調査項目
は、
会館
の現状を知る
ため
の極めて初
歩的
な七項
目
である。
す
なわち
、
川会館
の事
業
・設
備・
機関、
凶会員数
(会員
の種
類:
::特
別会員
・永
久会
員・
一般会員)、
同会員
の男
女比、
凶会員
の年令別構成、
同会館
内容
であ
った
。
の現
状を知る手懸りと
した
。
調査結果
の
一っ
として
、
シンガ
ポールに
比し
て
マレ
シーア
に
おける客
家
同郷
会館は、
全般的
に活動
が盛ん
で
あり、
若年層
から
老人層ま
で含めた幅
広い活
動を行
って
いた
。
また会
館の
財政も
豊かで
会
員子弟
への
奨
学金など
も重要な事
業の
一つ
であ
った
。
この
よう
な会館活動
の差
異は、
両
国にお
け
シ
ン
ガ
ポ
ノレ
では
今後
さらに活
動が停滞し
てい
くで
あろうし、
マレ
シーアの
場合
には
ま
すます活発化
してい
く
もの
と思われる。
ともあれ当該地域
におい
て華
人の
同郷意
識が
根強く残存し
ている
こと
を知る
こと
が
でき
た。
同
時に両
国に
お
ける
この
差
異を通し
て華
人意
識の変
貌の
一端
を窺
うこと
がで
き
た。
九
九

菩薩
戒とく
に禅
戒すな
わち
三帰
戒、
三褒浄
戒、
十重禁
戒に
つい
て
、
心理
学的
立場から
考察
した
。
笠口
薩の
行なう修
行すなわ
ち菩薩行と
して、
六波
羅密
がある。
六波
羅
密は、
悟りをえ
て
安心をうる
ために実
践す
べき
六種
の徳
目であ
り、
布施、
持
戒(戒
を守る
こ
と)
、
忍辱、
精進、
禅定、
智慧
の
六つ
があ
げら
れる
。
この
持戒に関
連して、
菩薩
が自己
の
行動を統
制
する規準とし
て菩
薩戒が
ある。
菩薩戒
は、
大乗仏教
の求
道者
〈菩薩)
が受
け保
つ戒
で、
大乗戒と
い
われる
。
そし
てこ
の戒には
、
一一一楽
浄戒
、
十重替
市戒、
四十八軽戒
などが設け
られて
いる
。
この
三褒浄
戒は、
菩薩
戒の
基本をなす
もので
、
止悪、
修善、
他の人に
つく
すこ
とを内
容
として
いる
。
菩薩
戒は、
小乗
の
声聞戒に
対し
て
いって
い
る。
戒はもともと
道徳的なも
ので
あるが、
自己
の
心身を
調整する
自己統制
(回即日
間・SEE
-)
の働
きを
持っ
ている
。
戒は
戒・定・
慧の
三学に一
不される
よ
うに
、
悟りを
えて心の安
定をうる
ための条
件で
あり、
禅定
をうる
ための予
備条件
である
。
そして禅
定を
深める
ことによ
って、悟
りと解
脱が
えられる
。
そこ
で究
極的に
は悟りと解
脱をうる
ために
、
まず戒
を保
つこ
と
から
始めら
れる
の
である。
し
かし
慧をうれば、
戒はより
確実
に身に
つき
、
生活に具
現
するように
なる。
また定
(禅定)
が深
まれば、
慧もえら
れる
こと
から
、
こ
の三
学は本
来一
つ
のものと
し
て考
えること
が
できる。
禅宗
で
いう
戒は禅
戒
とい
われるが
、
実は仏心、
仏性
が戒で
ある。
すな
わち坐
禅を修行し、
仏
性
(真
の
自己)
を悟
って
、
これを
人格化
し
て、
行動
に現
わすこ
とが、
こ
の戒
を保
つこ
とに
なる。
これ
を仏
心戒、
仏性
戒とも
いうの
である
。
十重禁
戒は、
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この
仏
心、
仏性が
十
戒通り
に展
開された修
行の姿であ
る。
このよ
うに禅
戒
一致
する
ところ
から
禅戒
と
いわ
れる
の
であ
る。
三帰戒と
は、
仏、
法、
僧
の三
宝に帰
依する
ことで
、
仏弟子
とな
るための
根本条件
であ
る。
仏とは、
悟りを開
いた
人であ
り、
法は、
その教
えであ
り、
僧は、
それを護
持す
る教
団
である
。
道元
禅
師の仏
祖正伝
菩薩戒教授戒文
に
よれば、
三宝は
、
三種三宝す
なわち
一体
三宝
、
現前三宝
、
住持
三宝
の三
種
に分
けられる。
一体
一一一宝とは
、
仏性
(真
の
自己)
であ
り、
現前三宝は、
仏
性を悟
って実
現する
こと
であ
り、
住持
三宝は
、
こ
の働
きを修
行し
て護
持す
ること
である。
すなわち向
上的に
は
ます
ます菩提(
悟り)を
求めて修
行し、
向下
的に
は衆
生を
済度し
ようと努
めるこ
とで、
菩薩
行である。
そこ
でこの
がわかる
。
三緊
浄戒
は、
菩薩
の保
つ
べき
戒で
ある。
摂律
儀戒、
摂善法戒、
摂衆生戒
がそれで
ある。
摂律
儀戒
は、
一切
の諸
悪の行
為を
しな
いこと
であ
り、
十重
禁戒は、
これ
を展開し
たもの
であ
る。
摂善法戒
は、
「今
こ
こに
おいて
」
す
なわちそ
の時
、
その場
所におい
て適
切に活
きて働
くこ
とがそれ
である
。
益百
い行いは
、
自発
的に出てくるも
ので
、
しない
では
いら
れな
いの
が摂
善法戒
であ
る。
摂衆
生戒は、
多く
の人に仏
性にめ
ざめ
させた
い、
悪いこと
をさ
せ
ないで
、
善いこと
をさせよう
と努力する
こと
である。
三帰
戒、
三緊
浄戒と十重禁
戒
の十
六条戒
は、
菩薩戒と
いわ
れる
が、
この
三つ
の関
係は、
三帰戒を仏
性
の
体(
本質)
と
すれば、
一ニ緊
浄戒
は相
(姿
、
状態)、
そして十
重禁
戒は用
(働き)
に相
当する、
三帰
戒は戒
それ自体
であ
る。
そし
て三
緊浄
戒は三帰
戒すな
わち
仏法
僧の
一一一宝に
帰依
して
いる
人の
心
ニO

それぞれ
の地
区別に、
現地に腰
を控えた
、
しか
し世
界情勢
に敏
感な感覚と
社会学的分
析力と歴
史的学力を兼
備した第
三世界
の専
門
家の育
成こそ
、
目
下の急
務であろ
う。
チュ
ニジア
の過
去
五年
間にお
ける世
界史的
地位
の変
化と経
済的発展
のi
例であ
ろう
。
民何皆
目配
当主土
w「 ゆっ
くり急げ!」
を国是
に、
オリlヴ
の葉
を国の紋
章と
し
てい
るチ
ュ
ニジア
は、
||オ
リlヴ
は苗から実
が生る
までに約
十年
を必要とする
ので
、
根気
と忍耐
、そ
して
最後
には
成
功の栄
誉の
シン
ボルで
ある
ーー
と彼ら
は
言う。
功し、
ブル
ギパ
大統領
は祖
国の
偉大な先人
の中に
「無知時代
」す
なわち
、
「前
イスラム・
異
教時代」
のハンニ
パ
ルは
もとより
反ロ
17
・レジ
スタ
ンス
の英
雄ユ
クル
タ
(紀元前
二
世紀後半)
から
キリ
ス
ト教の聖
者ア
ウグ
ステ
ィ
ヌス
までを
加え
て尊
島市
し
てい
るの
である。
 
。
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ニO
六
調査・研究
活動
た心
調査
・研究活動
近代
日本における
「アジ
ア観
」
と
「世界観」
の研買
研究員
針生清人
期
間
七月
二十
三日1二十六日
日本の
近代化をす
す
める
上での
合
理的
、
論理的な思考
の発
達をうなが
し
ニO七
調査
・研究活動
たも
のの
研
究が今
年
度の
テl
マ
であ
る。
「内地雑居論」
にお
ける
西周、
福沢
諭士口、
また
国会開設後
の諸
法
令の分
析に
おける清
野勉ら
の議
論のす
すめ方は、
論理
学の
実際的応用
であ
った
と
いい
うる。
この
意味
で、
日本
の近
代
化に
おいて
論理学
が果し
た意義は大
き
ぃ。
そのよ
うな論理学
の輸
入、
研究は西周
によ
って始
め
られ
、
清野勉
によ
って
展開
されたが、
この
両
人は沼
津兵学
校及び
育英社
で
子弟関
係にあ
った
。
日本の論
理学
研究
の草
創を研
究
するため
、
この
両人
に関
係の深
かった
沼津
兵学
校及び
静岡学問
所の
旧蔵図書
(葵文庫)
を静
岡県立中央
図書館、
静岡
市立図書
館、
沼津市立駿河図書
館に於い
て調
査した
。
二O
八
韓国社会教育
謂査
研究員
倉内史郎
八月二十
三日から
九月三
日
まで
の日
程で、
韓国
に出
張し
た。
〔目的〕
韓国
の
社会教育事
情に
つ
いて
、
伝統と最近
の
社会的統合
の要
請と
の観
点から
、
今回
は
予備的な聴取り調査
と施設
の視
察を行う
こと
を目
的とし
た。
〔調査
の概
要〕
) 4・1( 
韓国高等教
育に関し
て
理解を得
るために
、
ソウル
大学校、
建国大学
校、
啓明大学校を訪問
した
。
問
韓国社会教育
協会長金
宗西博士、
韓国
平生
教育機構副会長金昇漢民
(前中央
日報主筆
)
らと
会見
し、
社会教育
の現
状に
つい
て見
解を聴
取した
。
川向
国立
中央博物館、
慶州
国立
博物館、
大郎郷校、
韓国民俗村
など
社会教育施設
の状
況を視
察し
た。
ソウル
の徳
寿宮
、
景福宮
、
秘苑、
キヨン
ジュ
の仏
国寺、
大陵苑、
石窟
庵 (4)
な
ど
の
史
蹟
を
見
学
し
た
〔調査結
果〕
以上
の訪
問、
会見、
視察を通
じて、
川
高等教育機関、
社会教育施
設が、
それぞれ
の
機能を果
すために内
容の充
実に力を入れ
てい
ること
。凶
国の要
請に
もとづ
く国民意識
の統
合と、
個人
の
文化
的欲求
の
実現と
の両
立をめ
ざ
している
こと
。
川向
学会
レベ
ルで
は、
生涯
教
育の理
論
化に着
手し
つつ
あるとと
もに、
日本に
おける動
向
への
関心が強
いこ
と
0
44 
日韓
両国間
の文
化的関
係が、
過去
におい
て緊密であ
った
のと
異な
った
意味で、
現在
、
新た
な観
点か
ら交流
が求めら
れる
こと
等に
つい
て
の認
識を
調査
・研究活動
〔今後
の
研究計画〕
今回訪問
でき
なか
った地
域、
施設
の
現地調査を補
充し
ておこない
、
さら
に学
界関係
者と
の
意見
交換を
重ねる
とともに、
韓国
教育
に関する文
献を収
集
・分
析し
たい
。
韓国
の村
祭り祭杷組織調査
研究員
松本誠
期
間
昭和
玉十七
年二月三日
l十
七日
昨年
度に続き全
南地方
の
村祭
り祭租組織
の調
査を行
っ
た。
従来
の
調査地
で継
続調査を行
い
、ま
た国
立全
南大学校博物館長
池春相教
授を代
表とす
る堂
山祭調査団に参
加し
て、
新た
に長
興郡
の山
村U里と
漁村
N里の村
祭り
の実
際を
見る機 会に恵
まれた。
N里で
は海
苔養殖漁
家に
よる
漁村契が
村祭
りと
密
接で
あり
、
漁村契
の組
織等
に
つい
て若
干の聴
取
をした。
光州
では
池
教授を
はじ
め握
在律教授
(社会学)、
張保雄教授
(地理学)
に
会い、
契、
同族、
日韓
の村
落比較
など
に関し
て有
益な示
唆を受
けた。
また
昨年開
館した全
南浬陽
の
竹物博 館
を見
学した。
帰路
ソ
ウルで
は李
杜鉱教
授(
ソウ
ル大
、
民俗学)、
李文雄教授
(ソウ
ル大
、 人類学
)、
張需
根
教授
〈京
畿大、
民俗学)
に会
い、
最近
の村
祭り
(部落祭)
関係
の
研究動向、
出版状
況等
に関し
て話
をうか、
がった
。
ニO
九
